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もりのなかに、くまさんといのししさんがいました。２ひきは、とてもなかよしでだいすき

でした。いつも、もりのなかのはらっぱで、おいかけっこをしてあそんでいました。 

あるひ、いつものようにあそんでいると、もりのちかくのおやまから、こわいおおかみさ

んがやってきました。２ひきは、びっくりして、 

「きゃー」 

といってにげました。でも、おおかみさんはどんどんおいかけてきます。あしがはやいの

で、だんだんとちかづいてきました。そして、たべられそうとおもったら、 

 ガシャーン 

と、おおきなおとがしました。びっくりしてうしろをむくと、おおかみさんが、きにぶつかって

たおれていました。２ひきは、ちょっとあんしんしました。 

２ひきは、にげようとおもいましたが、おおかみさんが、とてもいたそうにうなっていた

ので、しんぱいになりました。くまさんはおおかみさんに、 

「だいじょうぶ？」 

とききました。いのししさんは、 

「いっしょに、びょういんにいこうか？」 

といいました。 

 そして、２ひきはおおかみさんをはこんで、もりにある、うさぎせんせいの 『ぴょんぴょ

ん びょういん』に、つれていきました。うさぎせんせいに、くすりをぬってもらい、まだすこ

しひりひりしますが、だんだんとげんきになってきました。おおかみさんは、くまさんといの

ししさんに、 

「ありがとう。」 

といいました。そして、 

「びっくりさせてごめんなさい。」 

といいました。 

「ぼくも、いっしょにあそびたかったんだ。」 

といいました。くまさんといのししさんは、 

「ぼくたちも、おおかみさんのおはなしをきかずに、にげてごめんなさい。」 

といいました。 

 そして、３びきはなかよくなり、いっしょにおいかけっこをして、あそびました。 

みんなだいすきになりました。 


